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三
（
承
前
）

　

本
漆
棺
左
側
板
（
左
幫
）
の
第
1
層
、
舜
図
⑴

－

⑻
の
左
へ
続
く
、
二
つ
目
の
孝
子
伝
図
は
、
郭
巨
の
物
語
を
題
材
と
す
る
郭
巨
図
、

郭
巨
⑴

－

⑶
（
図
版
九

－
十
一
〈

（上）
所
収
〉
）
の
三
図
で
あ
る
。
こ
の
三
図
は
、
舜
の
八
図
か
ら
直
接
続
い
て
い
る
の
で
（
図
一
上
）
、
左

側
板
の
孝
子
伝
図
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
く
、
従
っ
て
、
右
か
ら
⑴

－

⑶
の
順
に
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
一
見
、

逆
に
⑶

－

⑴
の
順
に
見
え
る
こ
と
が
、
実
は
本
漆
棺
の
郭
巨
図
の
問
題
の
一
で
あ
る
こ
と
は
、
後
程
、
具
体
的
に
述
べ
よ
う
。

　

郭
巨
図
は
、
北
魏
時
代
に
人
気
を
博
し
た
孝
子
伝
図
ら
し
く
、
そ
の
遺
品
の
数
は
目
下
、
本
漆
棺
（
⑵
）
を
含
め
て
、
二
十
三
例
の
多

き
を
数
え
、
今
後
そ
の
出
現
は
な
お
も
続
く
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
管
見
に
入
っ
た
そ
れ
ら
を
一
覧
に
し
て
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
榜

題
、
題
記
略
〈
注
（
34
）
参
照
〉
。
場
面
数
が
複
数
に
亙
る
も
の
は
、
そ
の
数
を
大
文
字
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
示
す
。
例
え
ば

A
B
C

女
子
大
國
お　

第
百
七
十
二
号　

令
和
五
年
一
月
三
十
一
日

固
原
漆
棺
の
孝
子
伝
図
に
つ
い
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田
　

彰
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は
、
三
場
面
の
存
在
を
表
わ
し
て
い
る
）
。

　
　

⑴
江
蘇
徐
州
仏
山
画
象
石
墓

　
　

⑵
寧
夏
固
原
北
魏
墓
漆
棺
画
A
B
C

　
　

⑶
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺

　
　

⑷
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
蔵
北
魏
石
床
A
B
C

　
　

⑸
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺
A
B
C

　
　

⑹C
.T

.L
oo

旧
蔵
北
魏
石
床
A
B

　
　

⑺
洛
陽
古
代
芸
術
館
蔵
北
魏
石
床

　
　

⑻
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
斉
石
床

　
　

⑼
鄧
県
彩
色
画
象
甎

　
　

⑽
襄
陽
賈
家
衝
画
象
甎

　
　

⑾
陝
西
歴
博
物
館
蔵
三
彩
四
孝
塔
式
缶
（
望
野
博
物
館
、
大
象
陶
瓷
博
物
館
蔵
三
彩
四
考
塔
式
缶
）

　
　

⑿
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
A
B

　
　

⒀
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
脚
部
（
郭
巨
石
脚
）
A
B
C
D
E
F

　
　

⒁
呉
氏
蔵
翟
門
生
石
床
A
B

　
　

⒂
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
美
術
館
蔵
北
魏
石
床

　
　

⒃
安
陽
固
岸
東
魏
石
床
A
B

　
　

⒄
襄
陽
清
水
溝
M
1
南
朝
墓
画
象
甎
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⒅
襄
陽
柿
庄
M
15
南
朝
墓
画
象
甎

　
　

⒆
呉
氏
蔵
北
魏
崑
崙
石
床
（
臨
深
石
床
）
A
B
C

　
　

⒇
北
朝
芸
術
博
物
館
蔵
北
魏
石
床
脚
部
A
B
C
D

　
　

（21）
張
洹
氏
蔵
北
魏
孝
昌
三
年
田
阿
赦
石
床
A
B
C

　
　

（22）
張
洹
氏
蔵
北
魏
石
床

　
　

（23）
洛
陽
市
文
物
考
古
研
究
院
蔵
北
魏
永
安
元
年
曹
連
石
棺

そ
れ
ら
の
概
説
に
先
立
っ
て
、
郭
巨
図
理
解
の
基
本
と
な
る
、
両
孝
子
伝
の
本
文
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
宋
躬
孝
子
伝
〈
初
学

記
二
十
七
（
太
平
御
覧
八
一
一
）
〉
を
添
え
た
）
。

　
　

陽
明
本

　
　

 

②郭
巨
者家

貧
養
母、

河
内
人
也
。
時
年
荒
。
夫
妻
昼
夜
懃
作
、
以
供
養
母
。
其
婦
忽
然
生
一
男
子
。
便
共
議
言
、
今
養
此
児
、
則
廃
母
供

事
。

④仍
掘

（
堀
）

地
埋
之
。
忽
得
金
一
釜
。
々
上
題
云
、
黄
金
一
釜
、
天
賜
郭
巨
。

⑥於
是
遂
致
富
貴
、
転
孝
蒸
々
。
賛
曰
、
孝
子
郭
巨
、
純

孝
至
真
。
夫
妻
同
心
、
殺
子
養
親
。
天
賜
黄
金
、
遂
感
明
神
。
善
哉
孝
子
、
富
貴
栄
身
。

　
　

船
橋
本

　
　

 

②郭
巨
者
、
河
内
人
也
。
父
無
母
存
。
供
養
懃
々
。
於
年
不
登
、
而
人
庶
飢
困
。
爰
婦
生
一
男
。
巨
云
、
若
養
之
者
、
恐
有
老
養
之

妨
。

③使
母
抱
児
、
共
行
山
中
、

④

掘
（
堀
）

地
将
埋
児
。
底
金
一
釜
、
々
上
題
云
、
黄
金
一
釜
、
天
賜
孝
子
郭
巨
。
於
是
因
児
獲
金
、
不
埋
其

児
。

⑥忽
然
得
富
貴
、
養
母
又
不
乏
。
天
下
聞
之
、
倶
誉
孝
道
之
至
也
。

　
　

宋
躬
孝
子
伝

　
　

 

宋
躬
孝
子
伝
云
、

②郭
巨
、
河
内
温
人
也
。
妻
生
男
。
謀
曰
、
養
子
則
不
得
営
業
、
妨
於
供
養
。
当
殺
而
埋
焉
。

④鍤
入
地
、
有
黄
金
一
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釜
、
上
有
鉄
券
曰
、
黄
金
一
釜
、
賜
孝
子
郭
巨

上
掲
一
般
的
な
孝
子
伝
の
郭
巨
譚
に
対
し
、
現
存
す
る
郭
巨
図
の
場
面
内
容
を
考
察
す
る
と
、
お
よ
そ
場
面
内
容
が
孝
子
伝
本
文
の
枠
内

い

－

へ
に
収
ま
る
、
舜
図
の
場
合
と
は
異
な
り
、
現
存
郭
巨
図
か
ら
抽
出
さ
れ
る
そ
の
内
容
は
、
次
の
①

－

⑧
の
八
場
面
に
要
約
さ
れ
る
。

　
　

①
分
財

　
　

②
供
養
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）

　
　

③
道
行

　
　

④
穴
掘
り
、
黄
金

　
　

⑤
運
搬

　
　

⑥
供
養
（
大
団
円
1
）

　
　

⑦
官
の
黄
金
返
還
（
大
団
円
2
）

　
　

⑧
丑
祠

問
題
は
、
郭
巨
図
か
ら
抽
出
さ
れ
る
八
場
面
の
内
、
例
え
ば
船
橋
本
の
場
合
を
見
て
も
、
四
場
面
（
②
③
④
⑥
）
し
か
該
当
本
文
が
存
在

せ
ず
（
陽
明
本
は
、
②
④
⑥
三
場
面
、
宋
躬
孝
子
伝
は
②
④
二
場
面
存
）
、
①
⑤
⑦
⑧
の
四
場
面
分
の
本
文
が
欠
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
舜
図
で
見
た
、
金
銭
の
場
面
と
同
様
、
北
魏
時
代
の
郭
巨
図
の
踏
ま
え
た
孝
子
伝
の
本
文
が
、
現
行
の
そ
れ
に
較

べ
、
遥
か
に
複
雑
で
起
伏
に
富
ん
だ
内
容
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
、
強
く
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
漆
棺
の
郭
巨
図
⑴

－

⑶
に
記
さ
れ

る
題
記
を
一
覧
と
し
て
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

⑴
孝
子
郭
距
供
養
老
母
〔
孝
子
郭
距

（
巨
）

、
供
養
老
母
〕

　
　

⑵
（右）
以
食
不
足
殺
子
専
母
〔
以
食
不
足
、
殺
子
専

（
饌
）

母
〕
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（左）
相
将

塚
天
賜
皇
今
一
父
〔
相
将

（
瘞
）

塚
、
天
賜
皇（

黄
金
）今

一
父

（
釜
）

〕

　
　

⑶
官
不
徳
脱
私
不
徳
与
〔
官
不
徳（

得
奪
）脱

、
私
不
徳

（
得
）

与
〕

ま
ず
上
記
①

－

⑧
の
八
場
面
は
、
二
十
三
遺
品
の
郭
巨
図
の
ど
れ
に
存
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
、
郭
巨
図
場
面
一
覧
と
し
て
み
た
の
が

表
二
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
二
十
三
遺
品
に
お
け
る
各
遺
品
側
か
ら
、
そ
の
一
つ
一
つ
は
、
①

－

⑧
八
場
面
の
ど
の
場
面
を
有
す
る
か
、
と

い
う
こ
と
を
、
遺
品
毎
の
場
面
一
覧
と
し
た
の
が
、
表
三
で
あ
る
。
本
漆
棺
の
郭
巨
図
⑴

－

⑶
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
像
と
題
記
か
ら
、

場　

面

遺　

品
（
ア
ラ
ビ
ア
数
字
）

①
分
財

13A

②
供
養
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）

2A　
(13A)　

14A　
20A　
22

③
道
行

2B　
13C　
20B

④
穴
掘
り
、
黄
金

1　
2C　
4A　
5A　
6A　
8　
9　

10　
12A　
13B　
14B　
15

16A　
17　
18　

20C　
21A

⑤
運
搬

2B　
4B　
5B　

13D＊
　

19A＊
　

21B

⑥
供
養
（
大
団
円
1
）

3　
4C　
5C＊
　

6B＊
　

7＊
　

11　
12B＊
　

13E＊
　

16B＊
　

19B　
21B　
23

⑦
官
の
黄
金
返
還
（
大
団
円
2
）

13F＊
　

19C＊
　

20D

⑧
丑
祠

16B

遺
品

場　

面

遺
品

場　

面

⑴

④

⒀

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦

⑵

②
③
④
⑤

⒁

②
④

⑶

⑥

⒂

④

⑷

④
⑤
⑥

⒃

④
⑥
⑧

⑸

④
⑤
⑥

⒄

④

⑹

④
⑥

⒅

④

⑺

⑥

⒆

⑤
⑥
⑦

⑻

④

⒇

②
③
④
⑦

⑼

④

（21）

④
⑤
⑥

⑽

④

（22）

②

⑾

⑥

（23）

⑥

⑿

④
⑥

表
二　

郭
巨
図
場
面
一
覧

表
三　

郭
巨
図
遺
品
の
場
面
一
覧

＊
黄
金
な
し
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郭
巨
⑴

│
②
供
養
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）

　
　
　
　

⑵

│
③
道
行
、
⑤
運
搬

　
　
　
　

⑶

│
④
穴
掘
り
、
黄
金

の
四
場
面
を
描
い
た
も
の
と
認
定
さ
れ
る
（
⑵
が
二
場
面
に
数
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
後
述
す
る
）
。
本
漆
棺
の
郭
巨
図
⑴

－

⑶
の
並
び
は
一

見
、
単
純
且
つ
、
何
の
問
題
も
な
さ
そ
う
に
見
え
る
が
、
そ
の
図
像
内
容
と
題
記
の
双
方
共
、
実
は
現
行
孝
子
伝
本
文
か
ら
は
説
明
の
付

か
な
い
、
聊
か
厄
介
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
さ
て
、
そ
の
こ
と
を
考
え
る
に
は
最
近
、
飛
躍
的
な
展
開
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
、
郭
巨
図
研

究
の
成
果
を
一
瞥
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

近
時
、
郭
巨
図
研
究
史
は
、
著
し
い
進
展
を
見
せ
た
が
、
そ
の
最
初
の
展
開
は
、
⑷
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
蔵
北
魏
石
床
A
B
C

に
見
え
る
、
郭
巨
の
三
連
図
の
出
現
か
ら
始
ま
っ
た

）
26
（

。
当
図
は
、
石
床
囲
屛
に
お
け
る
三
連
図
の
嚆
矢
と
し
て
も
、
画
期
的
な
研
究
史
意

義
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
次
い
で
、
従
来
の
郭
巨
図
解
釈
を
根
本
的
に
覆
し
、
現
行
の
孝
子
伝
本
文
に
は
、
決
定
的
な
欠
落
が
存
し
よ
う

こ
と
を
明
ら
か
と
し
た
の
が
、
⒀
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
脚
部
（
以
下
、
郭
巨
石
脚
と
称
す
る
）
で
あ
る

）
27
（

。
図
十
二
は
、
そ
の
郭
巨
石
脚
を
示

し
た
も
の
で
あ
る

）
28
（

。
私
が
深
圳
博
物
館
で
そ
れ
を
目
睹
し
た
の
は
、
二
〇
一
二
年
三
月
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
私
を
刮
目
さ
せ
た
の
は
、
次

の
二
点
で
あ
る
。
一
つ
は
、
そ
れ
が
孝
子
伝
図
を
石
床
脚
部
に
描
く
初
例
に
外
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
、
研
究
史
上
、
画
期
的
な
意
義
を

持
っ
て
い
た
（
後
述
⒇
は
、
そ
の
二
例
目
に
当
た
る
）
。
も
う
一
つ
は
、
前
脚
部
の
右
か
ら
左
へ
と
描
か
れ
た
、
そ
の
孝
子
伝
図
が
、
全
て

郭
巨
図
で
占
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
（
全
七
場
面
）
。
そ
の
三
角
形
山
型
の
区
切
り
が
、
本
漆
棺
の
区
切
り
と
酷
似
す
る
こ
と
は
、
前

述
の
通
り
だ
が
、
本
漆
棺
と
郭
巨
石
脚
と
の
関
わ
り
は
、
そ
の
こ
と
に
留
ま
ら
ず
、
例
え
ば
本
漆
棺
の
舜
図
の
八
図
に
及
ぶ
、
異
様
と
も

言
う
べ
き
場
面
数
の
多
さ
は
、
こ
れ
も
ま
た
、
郭
巨
石
脚
の
七
図
し
か
比
肩
し
得
る
も
の
が
な
く
、
そ
の
点
も
さ
ら
に
注
意
す
べ
き
も
の

と
思
わ
れ
た
。
郭
巨
石
脚
に
は
、
A

－

G
の
七
場
面
が
描
か
れ
る
が
、
そ
の

A

－

G
は
前
述
、
①

－

⑦
の
七
場
面
に
該
当
す
る

）
29
（

。
さ
て
、
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そ
の
七
場
面
中
、
①
分
財
、
⑤
運
搬
、
⑦
官
の
黄
金
返
還
（
大

団
円
2
）
の
三
場
面
は
、
現
行
孝
子
伝
本
文
に
は
見
当
た
ら
ず
、

例
え
ば
①
、
⑦
は
、
劉
向
孝
子
図
（
太
平
御
覧
四
一
一
、
法
苑

珠
林
四
十
九
〈
①
〉
所
引
）
に
し
か
見
え
な
い
。
さ
ら
に
、
⒀

郭
巨
石
脚
に
お
け
る
⑦
官
の
黄
金
返
還
の
存
在
を
確
定
的
な
も

の
と
し
た
の
が
、
⒇
北
朝
芸
術
博
物
館
蔵
北
魏
石
床
脚
部
（
郭

巨
董
黯
石
脚
）
A
B
C
D
に
描
か
れ
た
、
D
 （
⑦
）
の
図
像
及

び
、
題
記
（
「
巨
為
官
問
得
金
時
」
）
の
出
現
で
あ
っ
て

）
30
（

、
そ
の

C
、
D
 （
④
、
⑦
）
の
図
像
に
描
か
れ
た
鉄
券
の
こ
と
は
、
後

に
触
れ
よ
う
。
ま
た
、
八
場
面
中
の
⑧
丑
祠
の
場
面
は
、
⒃
安

陽
固
岸
石
床
に
の
み
見
出
だ
さ
れ
る

）
31
（

（
「
孝
子
郭
柜（

巨
）

、
丑
祠
孫
児

時
」
の
題
記
が
あ
る
）
。
（21）
、
（22）
、
（23）
が
目
下
、
最
も
新
し
い
郭

巨
図
で
あ
る

）
32
（

。
以
上
が
郭
巨
図
を
め
ぐ
る
、
近
時
の
展
開
の
あ

ら
ま
し
で
あ
る
。
次
に
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
、
本
漆
棺
の

郭
巨
図
の
解
釈
と
関
わ
っ
て
く
る
の
か
、
具
体
的
に
検
討
す
る
。

図十二　 （13） 呉氏蔵郭巨石脚

①②

③ ④⑤

⑥⑦
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四

郭
巨
図
（
9
郭
巨
⑴

－

11
郭
巨
⑶
）

郭
巨
⑴

－

⑶

　

図
十
三
、
十
四
、
十
五
は
、
本
漆
棺
の
郭
巨
図
⑴
、
⑵
、
⑶
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
（
図
版
九
、
⑴
題
記
「
孝
子
郭
柜（

巨
）

、
供
養
老
母
」
。
図
版
十
、
⑵
題
記
（右）
「
以

食
不
足
、
殺
子
専

（
饌
）

母
」
、
（左）
「
相
将

（
瘞
）

塚
、
天
賜
皇（

黄
金
）今

一
父

（
釜
）

」
。
図
版
十
一
、
⑶
題

記
「
官
不
徳（

得
奪
）脱

、
私
不
徳

（
得
）

与
」
）
。
図
十
三
は
、
幔
幕
の
下
が
る
一
家
屋
の
内
に
、

坐
す
る
母
（
右
）
と
跪
く
郭
巨
（
左
）
と
が
並
び
描
か
れ
る
（
共
に
左
向
き
）
。

母
は
、
四
角
い
膳
（
案
盤
。
食
器
を
載
せ
る
）
を
抱
え
る
ら
し
く
、
郭
巨
は
、
母

を
顧
て
い
る
。
題
記
に
、
「
孝
子
郭
距（

巨
）

、
供
養
老
母
」
と
あ
る
如
く
、
郭
巨
が
母

に
食
事
を
供
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
（
そ
の
題
記
は
、
陽
明
本
孝
子
伝
「
郭
巨

…
…
以
供
養
母
…
…
賛
曰
、
孝
子
郭
巨
」
に
近
い
）
。
本
図
は
、
②
供
養
（
プ
ロ

ロ
ー
グ
）
の
場
面
で
あ
る
。

　

郭
巨
図
⑵
に
当
た
る
図
十
四
は
、
郭
巨
（
左
）
と
妻
（
右
）
と
が
共
に
、
左
へ

向
か
っ
て
歩
む
図
像
で
あ
る
（
共
に
左
向
き
）
。
子
供
は
描
か
れ
て
お
ら
ず
（
次

図
も
同
じ
）
、
郭
巨
は

す
き

を
負
っ
て
い
る
。
そ
の
郭
巨
が
右
手
に
す
る
の
は
、
蓮

弁
で
（
後
述
）
、
妻
は
、
両
手
を
握
り
合
わ
せ
る
よ
う
で
あ
る
。
本
図
は
、
解
釈

図十三　郭巨 （1）
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図十四　郭巨 （2）

図十五　郭巨 （3）
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す
る
の
が
と
て
も
厄
介
な
図
像
の
一
に
数
え
ら
れ
る
。
ま
ず
前
が
②
供
養
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）
で
、
後
が
④
穴
掘
り
、
黄
金
の
場
面
と
な
っ

て
い
る
と
い
う
、
前
後
の
続
き
具
合
か
ら
考
え
る
な
ら
、
本
図
を
③
道
行
の
場
面
と
捉
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
船
橋

本
に
、「
使
母
抱
児
、
共
行
山
中
」
と
す
る
場
面
に
当
た
り
（
陽
明
本
、
宋
躬
孝
子
伝
不
見
。
敦
煌
本
事
森
に
、「
巨
自
執

、
妻
乃
抱
児
、

来
入
後
薗
、
令
妻
殺
子
」
な
ど
と
も
見
え
る
）
、
本
図
右
の
題
記
「
以
食
不
足
、
殺
子
専

（
饌
）

母
」
は
、
そ
の
経
緯
と
理
由
を
述
べ
た
も
の
で

あ
る
。
本
図
の
解
釈
が
厄
介
と
な
る
の
は
、
そ
の
左
の
題
記
に
、
「
相
将

（
瘞
）

塚
、
天
賜
皇（

黄
金
）今

一
父

（
釜
）

」
と
記
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
（
瘞え

い

は
、

う
ず
め
る
意
）
。
そ
の
意
味
は
、
「
（
郭
巨
が
妻
子
を
）
伴
い
連
れ
て
（
子
供
を
）
塚
穴
に
埋
め
よ
う
と
し
た
所
、
天
が
一
つ
の
黄
金
の
釜

を
（
郭
巨
に
）
賜
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
本
図
が
③
道
行
の
場
面
で
あ
る
こ
と
と
、
決
定
的
に
矛
盾
す
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば

そ
れ
は
、
郭
巨
が
子
供
を
埋
め
に
行
く
場
面
な
の
で
あ
っ
て
、
ま
だ
穴
を
掘
っ
て
子
供
を
埋
め
て
は
い
な
い
し
、
ま
し
て
や
黄
金
を
手
に

入
れ
て
い
る
筈
も
な
い
。
即
ち
、
本
図
左
の
題
記
は
、
本
図
が
③
道
行
で
あ
る
こ
と
と
合
致
せ
ず
、
む
し
ろ
そ
れ
は
、
次
の
④
穴
掘
り
、

黄
金
の
場
面
（
図
十
五
、
郭
巨
⑶
に
こ
そ
相
応
し
い
と
思
わ
れ
る
（
題
記
後
半
の
、
「
天
賜
皇（

黄
金
）

今
一
父

（
釜
）

」
は
、
例
え
ば
陽
明
本
④
に
、
「
黄

金
一
釜
、
天
賜
郭
巨
」
な
ど
と
見
え
て
い
る
）
。
す
る
と
、
そ
の
左
の
題
記
は
、
誤
写
と
も
見
ら
れ
よ
う
が
、
こ
こ
で
気
に
な
る
の
が
、

本
図
の
郭
巨
の
左
手
に
す
る
蓮
弁
で
あ
る
。
そ
の
蓮
弁
は
、
或
い
は
、
次
図
に
描
か
れ
た
黄
金
を
象
徴
す
る
も
の
だ
と
す
る
と
、
件
の
題

記
を
単
な
る
誤
写
と
も
、
片
付
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
左
の
題
記
が
む
し
ろ
意
図
的
に
置
か
れ
た
も
の
と
考
え
れ
ば
、

右
と
左
の
題
記
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
場
面
を
差
し
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
、
結
果
と
し
て
二
つ
の
場
面
つ
ま
り
、
時
間
的
に
④
穴
掘
り
、
黄

金
の
場
面
を
間
に
挟
む
、
③
道
行
と
⑤
運
搬
と
の
二
場
面
を
、
本
図
に
重
ね
て
一
図
に
表
現
し
た
可
能
性
が
出
て
来
よ
う
。
と
言
う
の
は
、

③
道
行
と
⑤
運
搬
の
場
面
の
扱
い
に
苦
慮
し
た
ら
し
い
作
例
が
、
本
漆
棺
と
関
わ
り
の
深
い
前
述
、
⒀
呉
氏
蔵
郭
巨
石
脚
に
見
え
る
か
ら

で
あ
る
（
図
十
二
参
照
）
。
図
十
六
は
、
そ
の
郭
巨
石
脚
に
お
い
て
、
右
の
④
穴
掘
り
、
黄
金
の
場
面
（
図
十
二
中
段
）
か
ら
続
く
、
③

道
行
、
⑤
運
搬
の
二
場
面
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
画
面
の
上
部
と
右
半
の
一
部
が
荒
れ
て
い
て
聊
か
見み

難に
く

い
が
、
そ
の
右
半
の
荒
れ
た
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部
分
に
一
人
の
人
物
が
立
っ
て
お
り
（
左
手
に

を
持
つ
）
、
そ
の
左
に
も
一
人
の
人
物

と
子
供
が
立
っ
て
い
る
（
共
に
右
向
き
）
。
そ
の
左
に
は
銀
杏
の
木
が
一
本
立
っ
て
い
る

か
ら
（
右
端
に
も
）
、
こ
れ
で
一
場
面
と
見
做
さ
れ
る
。
加
え
て
ま
た
、
そ
の
左
に
も
二

人
の
人
物
が
立
っ
て
お
り
（
共
に
右
向
き
）
、
右
の
人
物
は
や
は
り
、
右
手
に
握
っ
た

を
肩
に
当
て
て
い
る
。
子
供
は
、
見
当
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
す
る
と
、

を
持
つ

（
一
人
目
と
四
人
目
）
の
が
郭
巨
、
そ
の
左
（
二
人
目
と
五
人
目
）
が
妻
と
な
る
。
こ
の

よ
う
に
、
図
十
六
は
、
二
つ
の
場
面
を
描
い
た
も
の
ら
し
い
が
、
そ
れ
ら
二
つ
の
場
面

は
一
体
、
郭
巨
物
語
に
お
け
る
、
ど
の
よ
う
な
部
分
を
表
現
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
前
の
④
穴
掘
り
、
黄
金
か
ら
続
く
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
図
十
六
右
半
の
三
人
は
、

⑤
運
搬
の
場
面
と
捉
え
ら
れ
よ
う
が
（
但
し
、
黄
金
は
不
見
）
、
そ
れ
に
し
て
も
、
図

十
六
は
、
余
り
に
も
奇
妙
で
あ
る
。
例
え
ば
同
じ
姿
形
の
郭
巨
と
妻
と
が
何
故
、
繰
り

返
し
て
描
か
れ
る
の
か
（
但
し
、
左
半
に
は
、
子
供
は
不
見
）
、
と
か
、
五
人
の
人
物
が

何
故
、
右
へ
進
む
の
か
、
な
ど
の
点
に
お
い
て
で
あ
る
。
さ
て
、
図
十
六
の
後
に
は
、

⑥
供
養
（
大
団
円
1
）
が
続
く
事
実
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
二
場
面
は
、
③
道
行
と
⑤
運

搬
と
の
そ
れ
を
便
宜
的
に
纏
め
て
こ
こ
に
置
い
た
も
の
と
結
論
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
全

員
が
右
向
き
な
の
は
、
例
え
ば
左
半
（
⑤
運
搬
）
の
目
差
す
家
を
右
方
に
、
右
半
（
③

道
行
）
の
離
れ
る
家
を
左
方
に
見
立
て
た
も
の
だ
ろ
う
（
或
い
は
、
③
と
⑤
を
逆
に
し

て
も
構
わ
な
い
）
。
③
道
行
と
⑤
運
搬
は
、
テ
キ
ス
ト
面
で
も
一
定
せ
ず
、
例
え
ば
⑤
は
、

図十六　（13） の③道行（右）と⑤運搬（左）
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纔
か
今
昔
物
語
集
九
・
1
に
、
「
母
ハ

子
ヲ

懐
キ

、
父
ハ

釜
ヲ

負
テ

家
ニ

還
ヌ

」

と
そ
の
痕
跡
が
見
出
だ
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
二
場
面
の
不
安
定

さ
は
、
郭
巨
図
中
に
お
い
て
も
顕
著
で
、
特
に
③
道
行
が
場
面
化
さ
れ

て
い
る
の
は
、
本
漆
棺
を
除
け
ば
、
⒀
郭
巨
石
脚
C
、
⒇
北
朝
芸
術
博

物
館
蔵
郭
巨
董
黯
石
脚
B
の
二
点
に
過
ぎ
な
い
（
表
二
参
照
。
⑤
は
、

⑷
B
、
⑸
B
、
⒀
D
、
⒆
A
、
（21）
B
の
五
点
に
見
え
る
）
。
こ
の
こ
と

か
ら
も
、
本
漆
棺
と
⒀
、
⒇
と
の
関
連
の
深
さ
を
看
て
取
る
こ
と
が
出

来
る
が
、
例
え
ば
図
十
六
が
右
の
④
穴
掘
り
、
黄
金
と
の
間
に
、
は
っ

き
り
し
た
区
切
り
と
し
て
の
三
角
形
の
山
型
を
置
か
な
い
こ
と
も
、
そ

の
証
左
で
あ
ろ
う
（
（21）
B
は
、
一
本
の
銀
杏
を
置
き
つ
つ
、
④
、
⑤
を

一
画
面
と
す
る
）
。
今
、
図
十
七
と
し
て
、
本
漆
棺
と
⒀
と
の
③
道
行
、

⑤
運
搬
の
関
係
を
示
し
て
み
た

）
33
（

（
図
十
六
〈
⒀
〉
の
右
半
を
便
宜
的
に

③
道
行
と
す
る
）
図
十
七
を
見
る
と
、
⒀
が
③
、
⑤
を
④
穴
掘
り
、
黄

金
の
後
（
左
）
に
、
本
漆
棺
が
そ
れ
を
④
の
前
（
右
）
に
置
い
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。
そ
し
て
、
図
十
四
は
、
③
、
⑤
を
重
ね

て
一
図
と
し
た
も
の
で
、
さ
ら
に
郭
巨
の
左
手
の
蓮
弁
は
、
掘
り
出
し

た
黄
金
の
象
徴
と
し
て
、
左
の
題
記
と
共
に
、
本
図
が
⑤
運
搬
の
場
面

を
も
兼
ね
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。
ま
た
、
図
十
七
を
通
じ
、
③
、

図十七　（13） と本漆棺の③⑤

④ ⑤③ ②

⑤

⑤運搬

③

③道行

④

④穴掘り、黄金

②

②供養（プロローグ）
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⑤
が
極
め
て
自
在
に
取
り
扱
わ
れ
た
様
子
も
、
窺
い
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
本
漆
棺
の
左
側
板
の
孝
子
伝
図
は
、
郭
巨
図
で
終
わ
っ
て
い

た
も
の
ら
し
く
（
現
行
の
本
漆
棺
の
郭
巨
図
⑶
〈
図
十
五
〉
も
、
左
端
の
ぎ
り
ぎ
り
に
貼
ら
れ
て
い
る
。
後
述
）
、
③
と
⑤
を
重
ね
て
一
図

と
し
た
理
由
は
、
お
そ
ら
く
③
と
⑤
を
二
図
と
す
る
画
幅
が
、
不
足
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

　

図
十
五
は
、
郭
巨
図
⑶
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
郭
巨
図
の
最
後
に
当
た
る
図
像
で
あ
る
。
画
面
中
央
に
両
手
で

を
持
つ
郭
巨
が
描

か
れ
（
左
向
き
）
、
左
下
に
は
掘
り
出
さ
れ
た
黄
金
の
釜
が
見
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
図
は
、
④
穴
掘
り
、
黄
金
の
場
面
と
考
え

ら
れ
る
が
、
ま
ず
前
図
の
図
十
四
（
③
、
⑤
）
同
様
、
子
供
の
姿
が
見
え
な
い
こ
と
に
加
え
、
本
図
に
は
妻
の
姿
も
見
え
ず
、
郭
巨
一
人

の
画
像
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
省
略
が
極
端
に
進
ん
だ
結
果
と
思
わ
れ
る
。
⑤
穴
掘
り
、
黄
金
の
場
面
は
目
下
、
十
七
例
の
多
き
を
数

え
る
が
（
表
二
）
、
郭
巨
一
人
の
⑤
は
、
本
図
の
み
の
特
徴
と
も
な
っ
て
い
て
、
郭
巨
が
黄
金
の
釜
を
掘
り
出
し
た
と
い
う
点
の
、
強
調
の

形
な
の
で
あ
ろ
う
。
図
像
の
方
は
、
か
く
④
穴
掘
り
、
黄
金
の
場
面
と
し
て
何
も
差
支
え
な
い
が
、
問
題
と
な
る
の
は
、

　
　

官
不
徳（

得
奪
）脱

、
私
不
徳

（
得
）

与

と
記
さ
れ
た
、
本
図
の
題
記
の
方
で
あ
る
。
例
え
ば
こ
の
題
記
は
、
本
図
の
説
明
と
し
て
一
体
、
何
を
言
お
う
と
す
る
題
記
な
の
か
。
そ

の
こ
と
を
知
る
た
め
に
は
現
行
孝
子
伝
本
文
に
限
ら
ず
、
郭
巨
物
語
の
展
開
を
少
し
く
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
さ
て
、
本
図
の
題

記
と
し
て
は
、
む
し
ろ
前
図
、
図
十
四
（左）
の
題
記
、

　
　

相
将

（
瘞
）

塚
、
天
賜
皇（

黄
金
）今

一
父

（
釜
）

の
方
が
相
応
し
い
こ
と
は
、
前
述
の
如
く
だ
が
、
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
例
え
ば
そ
の
後
半
の

│
線
部
な
い
し
、
一
部
を
、
④
穴
掘
り
、

黄
金
の
場
面
の
榜
題
、
題
記
と
す
る
郭
巨
図
が
、
多
数
存
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る

）
34
（

（
⑼
、
⒁
B
、
⒂
、
⒃
A
、
⒇
C
。
な
お
⑥
供
養
〈
大

団
円
1
〉
の
そ
れ
と
す
る
も
の
に
、
⑶
、
⑹
B
、
⑾
な
ど
が
あ
る
）
。
そ
し
て
、
問
題
の
本
図
の
題
記
、
「
官
不
徳（

得
奪
）脱

、
私
不
徳

（
得
）

与
」
は
、

実
は
前
図
（
左
）
題
記

│
線
部
に
続
く
、
一
連
の
句
と
し
て
、
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天
賜
皇（

黄
金
）今

一
父

（
釜
）

、
官
不
徳（

得
奪
）脱

、
私
不
徳

（
得
）

与

の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
文
献
資
料
の
側
か
ら
指
摘
で
き
る
。
そ
の
三
句
は
、
⑦
官
の
黄
金
返
還
（
大
団
円
2
）

に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、
例
え
ば
句
道
興
捜
神
記
の
中
に
、
次
の
如
く
見
え
る
か
ら
で
あ
る
（
中
村
不
折
旧
蔵
本
に
よ
る
）
。

　
　

句
道
興
捜
神
記

　
　

 

②昔
有
郭
巨
者
、
字
文
氣
、
河
内
人
也
。
家
貧
、
養
母
至
孝
。
巨
有
一
子
、
年
始
両
歳
。
巨
語
妻
曰
、
今
飢
貧
如
此
。
老
母
年
高
、
供

懃
孝
養
、
恐
不
安
存
。
所
有
美
味
、
毎
減
与
子
。
令
母
飢
羸
、
乃
由
此
小
児
。
児
可
再
有
、
母
難
重
見
。
今
共
卿
殺
子
、
而
存
母
命
。

妻
従
夫
言
、
不
敢
有
違
。
③其

妻
抱
子
、
往
向
後
薗
樹
下
、
欲
致
子
命
。
④巨

身
掘
地
、
欲
擬
埋
之
。
語
其
妻
曰
、
子
命
尽
未
。
妻
不
忍

即
害
、
必
称
已
死
。
巨
掘
地
得
一
尺
、
乃
黄
金
一
釜
、
々
上
有
銘
曰
、
天
賜
孝
子
之
金
。
郭
巨
殺
子
存
母
命
、
遂
賜
黄
金
一
釜
。
官

不
得
奪
、
私
不
得
取
。
見
金
驚
怪
、
以
呼
其
妻
、
々
乃
抱
子
往
看
。
子
得
平
存
未
死
、
妻
乃
喜
悦
。
⑦遂

即
将
送
県
、
々
牒
上
州
、
々

送
上
表
、
々
上
台
省
。
天
子
下
制
、
金
還
郭
巨
、
供
養
其
母
、
標
其
門
閭
、
以
立
孝
行
、
流
伝
万
代
。
後
漢
人
也

件
の
三
句
が
「
々

（
釜
）

上
有
銘
曰
」
と
し
て
、
句
道
興
捜
神
記
中
の

│
線
部
に
見
え
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
句
道
興
捜
神
記

の
文
章
は
、
殆
ど
同
じ
も
の
が
敦
煌
本
事
森
に
も
見
出
だ
さ
れ
、
そ
の
文
末
に
は
、
「
〔
孝
〕
子
伝
〕
と
い
う
出
典
注
記
が
見
え
る
か
ら
、

か
つ
て
そ
の
よ
う
な
孝
子
伝
が
存
在
し
た
も
の
で
あ
ろ
う

）
35
（

。
す
る
と
、
例
え
ば
陽
明
本
の
「
々

（
釜
）

上
題
云
、
黄
金
一
釜
、
天
賜
郭
巨
」
な
ど

は
、
句
道
興
捜
神
記
に
続
く
「
官
不
得
奪
、
私
不
得
取
」
等
を
失
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
現
行
孝
子
伝
本
文
の
限
界
が

露
呈
す
る
。
と
も
あ
れ
、
件
の
三
句
は
、
句
道
興
捜
神
記
に
よ
れ
ば
、
郭
巨
の
掘
り
出
し
た
黄
金
の
釜
の
「
上
」
に
添
え
ら
れ
た
「
銘
」

文
と
し
て
、
一
連
の
句
だ
っ
た
訳
で
あ
り
、
そ
の
「
銘
」
文
と
は
ま
た
、
「
鉄
券
」
（
宋
躬
孝
子
伝
、
劉
向
孝
子
伝
、
敦
煌
本
事
森
）
、
「
丹

書
」
（
二
十
巻
本
捜
神
記
十
一
・

283
）
に
刻
さ
れ
た
銘
文
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
後
述
す
る
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
漆
棺
の
郭
巨
図
に
お
い

て
は
、
三
連
句
の
第
一
句
が
前
図
（左）
題
記
の

│
線
部
へ
、
さ
ら
に
第
二
、
三
句
が
本
図
、
図
十
五
の
題
記
へ
と
、
二
図
に
分
割
し
て
記
さ
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れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
北
魏
時
代
に
お
け
る
、
郭
巨
物
語
展
開
の
事
実
は
、
先
に
触
れ
た
通

り
、
⒀
呉
氏
蔵
郭
巨
石
脚
の
出
現
及
び
、
そ
れ
に
続
く
、
⒇
北
朝
芸
術
博
物
館
蔵
郭
巨
董
黯
石
脚
の
公
開
と
い
う
、
言
わ
ば
図
像
方
面
か

ら
の
知
見
に
よ
っ
て
齎
さ
れ
た
。
こ
こ
で
、
そ
の
点
を
纏
め
て
略
述
し
よ
う
。
郭
巨
が
掘
り
出
し
た
黄
金
の
釜
の
上
に
は
、
鉄
券
（
劉
向

孝
子
伝
等
）
が
添
え
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
鉄
券
は
、
ま
ず
⒀
郭
巨
石
脚
の
④
、
⑦
の
二
場
面
の
中
で
、
始
め
て
確
認
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
（
図
十
二
参
照
）
。
図
十
八
は
、
⒀
郭
巨
石
脚
の
④
穴
掘
り
、
黄
金
（
右
）
、
⑦
官
の
黄
金
返
還
（
大
団
円
2
）
に
見
え
る
鉄
券
を
掲
げ

た
も
の
で
、
④
で
は
、
釜
の
口
か
ら
出
た
短
冊
様
に
、
⑦
で
は
、
官
人
の
捧
げ
る
二
枚
の
短
冊
様
に
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
の
は
、
近
時
公
開
さ
れ
た
⒇
北
朝
芸
術
博
物
館
蔵
郭
巨
董
黯
石
脚
の
郭
巨
図
Ｃ
、
Ｄ
の
出
現
に
よ
る

）
36
（

（
図
十
九
、
下
）
。
図
十
九

は
、
本
漆
棺
（
上
）
と
⒇
Ｃ
、
Ｄ
（
下
）
と
の
関
係
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

C
（
題
記
「
巨
共
妻

（
瘞
）

子
得
金
一
釜
」
）
は
、
④
穴

掘
り
、
黄
金
の
場
面
で
、
D
 （
題
記
「
巨
為
官
問
得
金
時
」
）
は
、
⑦
官
の
黄
金
返
還
（
大
団
円
2
）
の
場
面
を
描
く
。
C
の
画
面
中
央

下
、

先
の
右
に
見
え
る
、
反
っ
た
瓦
様
の
板
が
鉄
券
で
、
図
十
八
右
の
短
冊
様
の
そ
れ
に
該
当
す
る
。
そ
こ
に
は
釜
が
見
え
ず
（
ま
だ

埋
ま
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
）
、
黄
金
の
釜
が
見
え
る
の
は
、
左
の

D
の
画
面
中
央
下
で
あ
る
。
D
の
右
に
立
つ
の
が
官
司
で
（
左
向
き
）
、

左
側
に
立
つ
の
が
郭
巨
夫
婦
（
右
向
き
）
で
あ
り
、
D
は
、
鉄
券
の
記
す
所
に
よ
っ
て
、
黄
金
の
釜
が
確
か
に
郭
巨
の
も
の
で
あ
る
こ
と

を
、
官
司
が
宣
言
し
て
い
る
場
面
（
⑦
）
と
捉
え
ら
れ
る
（
題
記
）
。
即
ち
、
そ
の

D
 （
図
十
九
下
、
左
）
は
、
図
十
八
左
（
⒀
⑦
）
と

同
じ
場
面
な
の
で
あ
り
、
返
っ
て
図
十
八
左
こ
そ
は
、
官
司
が
鉄
券
を
捧
げ
読
み
、
黄
金
の
釜
の
所
有
が
郭
巨
に
帰
す
る
こ
と
を
、
宣
言

し
て
い
る
場
面
に
違
い
な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
或
い
は
、
二
枚
の
短
冊
と
見
え
る
鉄
券
は
、
⒇
C
の
如
き
、
反
っ
た

瓦
様
の
そ
れ
に
も
見
え
る
）
。
そ
し
て
、
⒇
D
に
お
い
て
何
よ
り
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
画
面
中
央
下
に
、
C
で
描
か
れ
て
い
た
鉄
券

が
再
度
、
黄
金
の
釜
の
上
へ
と
描
か
れ

）
37
（

（
図
二
十
）
、
そ
の
鉄
券
に
は
、
例
え
ば
「
々
〔
釜
〕
上
有
銘
曰
」
（
句
道
興
捜
神
記
）
と
言
わ
れ

た
、
銘
文
が
、
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図十八　（13） ④（右）、⑦左の鉄券

図十九　（20） の C（④）と D（⑦。下）

⑦

④

D （⑦） C （④）

④
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天
賜
黄
金

　
　

壱
釜
官
不

　
　

奪
民
不
取

　
〔
天
賜
黄
金
壱
釜
、
官
不
奪
、
民
不
取
〕

と
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
図
十
九
は
、
こ
の
こ
と
と
本

漆
棺
の
郭
巨
図
⑵
（
題
記
）
、
⑶
と
の
関
わ
り
を
示
し
た
も
の
で
、

ま
ず
本
漆
棺
の
④
（
図
十
五
⑶
）
が
、
⒇
C
（
④
）
に
該
当
す
る

こ
と
に
加
え
、
本
漆
棺
の
⑵
（
図
十
四
）
（左）
の
題
記
、

　
　

相
将

（
瘞
）

塚
、
天
賜
皇

（
黄
金
）今

一
父

（
釜
）

の
後
半

│
線
部
は
、
⒇
D
画
中
の
鉄
券
銘
文
の
、

　
　

天
賜
黄
金
壱
釜
、
官
不
奪
、
民
不
取

第
一
句

│
線
部
に
当
た
り
、
ま
た
、
本
漆
棺
④
の
題
記
、

　
　

官
不
徳（

得
奪
）脱

、
私
不
徳

（
得
）

与

は
、
同
上
の
第
二
、
三
句
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
本
漆
棺
⑵
（左）
題
記
の
後
半
及
び
、
⑶
（
（
④
）
）
の
題
記

は
、
同
じ
鉄
券
銘
文
の
第
一
句
と
第
二
、
三
句
と
を
、
二
つ
の
画
面
（
⑵
と
⑶
）
に
分
割
し
て
書
い
た
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が

判
明
す
る
。
こ
の
事
実
か
ら
、
本
漆
棺
⑵
（左）
題
記
の
前
半
が
む
し
ろ
⑶
（
④
）
の
画
象
に
対
応
す
る
も
の
で
、
さ
ら
に
⑵
（左）
題
記
後
半

│
線
部
と
⑶
（
④
）
の
題
記
と
は
、
併
せ
て
⑶
（
④
）
の
左
下
の
黄
金
の
釜
の
、
鉄
券
の
銘
文
と
理
解
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確

認
出
来
よ
う
。
一
方
、
⒇
は
、
⒀
と
共
に
、
③
道
行
の
場
面
を
持
つ
こ
と
が
特
徴
で
（
題
記
「
郭
巨
共
妻
宜
欲
殺
子
」
）
、
そ
の
⒇
B
の
題 図二十　（20） D の鉄券
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記
は
、
、
本
漆
棺
⑵
（右）
の
題
記
「
以
食
不
足
、
殺
子
専

（
饌
）

母
」
と
よ
く
似
る
か
ら
、
そ
の
⑵
は
、
⒇
B
同
様
、
ま
ず
③
道
行
の
場
面
に
違
い

な
い
。
し
か
し
、
⑵
（左）
の
題
記
「
相
将

（
瘞
）

塚
、
天
賜
皇

（
黄
金
）今

一
父

（
釜
）

」
は
、
⒇
C
の
題
記
「
巨
共
妻

（
瘞
）

子
、
得
金
一
釜
」
と
酷
似
す
る
も
の

で
、
そ
れ
が
む
し
ろ
⑶
（
④
）
の
題
記
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
敢
え
て
⑶
（
④
）
の
題
記
と
は
せ
ず
（
⑶
の
右
に
は
題
記
を
置
く
、

十
分
な
余
白
が
あ
る
）
、
或
る
意
味
で
意
図
的
に
、
さ
し
て
広
く
も
な
い
⑵
（
③
）
の
左
の
題
記
と
し
て
い
る
こ
と
や
、
加
え
て
、
そ
の
題

記
の
後
半

│
線
部
を
、
⑶
の
題
記
即
ち
、
鉄
券
の
銘
文
の
第
一
句
に
態
々
置
き
換
え
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。
こ
う
し
た
措
置
の
理
由
と
し
て
は
、
次
の
二
つ
の
事
柄
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
の
理
由
は
、
ま
ず
⑵
の
場
面
中
に
、
続
く
④
穴
掘

り
、
黄
金
の
場
面
を
前
提
さ
せ
る
こ
と
で
、
⑵
が
④
の
結
果
と
し
て
の
⑤
運
搬
の
場
面
を
兼
ね
る
こ
と
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、

⑵
及
び
、
⑶
の
題
記
と
し
て
鉄
券
の
銘
文
を
明
記
す
る
こ
と
に
よ
り
、
⑶
の
④
穴
掘
り
、
黄
金
の
場
面
に
は
、
な
お
⑦
官
の
黄
金
返
還
（
大

団
円
2
）
が
続
く
こ
と
を
示
唆
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
措
置
は
、
共
に
本
漆
棺
左
端
に
お
け
る
物
理
的
な
画
面
不
足
の

た
め
、
⑤
運
搬
や
⑦
官
の
黄
金
返
還
（
大
団
円
2
）
を
省
略
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
事
情
に
伴
う
も
の
だ
ろ
う
。
例
え
ば
図
二
十
は
、
⒇

の
出
現
に
よ
り
始
め
て
知
ら
れ
る
に
至
っ
た
、
郭
巨
図
に
お
け
る
鉄
券
の
銘
文
の
姿
に
外
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
本
漆
棺
の
郭
巨

図
と
⒇
ま
た
、
⒀
二
遺
品
と
の
密
接
な
関
連
が
明
ら
か
と
な
り
、
例
え
ば
本
漆
棺
の
踏
ま
え
た
郭
巨
物
語
が
、
⑥
供
養
（
大
団
円
1
）
を

も
具
備
し
た
物
語
で
あ
っ
た
こ
と
の
知
ら
れ
る
な
ど
は
、
近
時
の
郭
巨
図
研
究
の
画
期
的
成
果
の
一
つ
と
す
べ
き
で
あ
る
。
一
見
、
単
純

に
見
え
る
、
本
漆
棺
の
郭
巨
⑵
（
図
十
四
）
と
郭
巨
⑶
（
図
十
五
）
だ
が
、
近
時
の
⒀
及
び
、
⒇
の
出
現
に
よ
り
、
そ
の
二
図
の
題
記
、

図
像
内
容
は
、
非
常
に
複
雑
な
成
り
立
ち
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
、
上
記
概
略
か
ら
理
解
さ
れ
よ
う
。

　

さ
て
、
文
学
史
的
、
美
術
史
的
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
図
十
四
、
図
十
五
の
題
記
に
見
え
る
、
「
天
賜
皇（

黄
金
）今

一
父

（
釜
）

、
官
不
徳（

得
奪
）脱

、
私
不
徳

（
得
）

与
」
と
い
う
鉄
券
、
丹
書
の
銘
文
を
含
む
、
例
え
ば
句
道
興
捜
神
記
や
事
森
等
に
見
る
郭
巨
物
語
は
、
孝
子
伝
（
図
）
を
継
ぐ
二
十
四
孝

（
図
）
に
伝
承
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
る

）
38
（

。
例
え
ば
孝
行
録
3
「
郭
巨
埋
子
」
に
は
、
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見
黄
金
一
釜
。
上
有
書
云
、
天
賜
孝
子
郭
巨
、
官
不
得
奪
、
人
不
得
取
（
南
葵
文
庫
本
）

な
ど
と
あ
る
。
現
行
孝
子
伝
か
ら
姿
を
消
し
た
、
古
い
郭
巨
物
語
の
形
を
留
め
る
、
面
白
い
例
で
あ
る
。
図
十
五
、
郭
巨
⑶
の
題
記
「
官

不
徳（

得
奪
）脱

、
私
不
徳

（
得
）

与
」
の
背
後
に
は
、
思
い
掛
け
ず
幅
広
い
文
学
史
的
問
題
の
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
、
上
記
か
ら
具
体
的
に
窺
い
知
ら

れ
る
が
、
さ
ら
に
一
点
、
そ
の
題
記
を
め
ぐ
っ
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
事
柄
が
あ
る
。
郭
巨
物
語
の
大
団
円
を
導
く
、
鉄
券
丹
書
の
銘
文

と
し
て
構
想
さ
れ
た
、
「
天
賜
皇（

黄
金
）今

一
父

（
釜
）

、
官
不
徳（

得
奪
）脱

、
私
不
徳

（
得
）

与
」
が
、
広
義
の
買
地
券
と
深
く
関
わ
り
、
そ
の
概
念
か
ら
構
想
を
得
た

も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
か
つ
て
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る

）
39
（

。
こ
こ
で
さ
ら
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
郭
巨
物
語
が
買
地
券
か
ら
想
を
得

る
に
留
ま
ら
ず
、
そ
の
文
言
も
買
地
券
か
ら
借
用
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
（
天
、
天
子
）
│
官
│
民

と
い
う
上
下
関
係
は
、
買
地
券
に
お
け
る
基
本
概
念
だ
が
、
郭
巨
物
語
の
当
句
に
見
え
る
、
例
え
ば
「
官

│
、
民

│
」
と
い
う
、
対

比
的
な
文
言
は
、
北
魏
正
始
四
（
五
〇
七
）
年
の
張
神
洛
買
地
券
に
、

　
　

官
有
政
、
民
私
用
。
立
券
之
後
、
各
不
得
変
改

と
か

）
40
（

、
宋
太
平
興
国
九
（
九
八
四
）
年
の
馬
隠
、
安
瓊
等
買
地
券
に
、

　
　

官
有
政
法
、
不
取
私
約
為
定

な
ど
と
見
え
て
い
る

）
41
（

。
ま
た
、
物
語
当
句
に
繰
り
返
さ
れ
る
、
「
不
得

│
」
も
、
晋
太
康
六
（
二
八
五
）
年
の
曹
翌
買
地
券
に
、

　
　

不
得
有
侵
抵

（
持
）

之
者
、
券
書
分
明

以
下

）
42
（

、
宋
元
徽
元
（
四
七
三
）
年
の
高
鎮
買
地
券
に
、

　
　

致
使
故
気
邪
精
、
不
得
侵

と
か

）
43
（

、
唐
（
周
）
延
載
元
（
六
九
四
）
年
の
伍
松
超
買
地
券
に
、
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皆
先
語
人
立
契
、
不
得
使
左
右
侵
犯
分
堺

と
か

）
44
（

、
宋
慶
暦
四
（
一
〇
四
四
）
年
の
王
典
買
地
券
に
、

　
　

于
後
不
得
侵
奪
、
執
此
契
券
為
据

と
か

）
45
（

、
な
お
、
唐
元
和
九
（
八
一
四
）
年
の
喬
進
臣
買
地
券
の
、

　
　

不
得
忓
悋

な
ど
は
、
枚
挙
に
遑
が
な
い

）
46
（

。
物
語
に
お
け
る
鉄
券
丹
書
の
一
件
は
、
か
く
漢
代
以
来
の
買
地
券
習
俗
に
多
く
を
負
う
も
の
と
考
え
ら
れ
、

今
後
さ
ら
に
検
証
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

注（
26
） 

注
（
10
）
前
掲
拙
著
Ⅰ
二
5
参
照
（
初
出
平
成
18
〈
二
〇
〇
六
〉
年
）
。
⑷
及
び
、
⑶
⑸
⑹
の
郭
巨
図
を
収
め
る
（
⑻
⑼
⑾
の
郭
巨
図
は
、
注
（
9
）

前
掲
書
付
載
「
図
像
資
料 

孝
子
伝
図
集
成
稿
」
に
収
め
た
）
。

（
27
） 

注
（
6
）
前
掲
拙
稿
参
照
。
⒀
及
び
、
⑿
の
郭
巨
図
を
収
め
る
。

（
28
） 

図
十
二
は
、
呉
氏
提
供
の
拓
本
写
真
に
拠
る
（
以
下
も
同
じ
）
。
な
お
拙
稿
「
呉
氏
蔵
東
魏
武
定
元
年
翟
門
生
石
床
に
つ
い
て

－

翟
門
生
石
床
の
孝
子

伝

－

」
（
『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』

101
、
平
成
29
〈
二
〇
一
七
〉
年
3
月
）
に
、
⒁
の
他
、
⑽
、
⒂
、
⒃
、
⒄
、
⒅
、
⒆
（
原
石
写
真
）
の
郭
巨
図

を
収
め
た
。

（
29
） 

旧
稿
（
注
（
6
）
前
掲
拙
稿
）
に
お
い
て
は
、
①
分
財
の
場
面
を
認
定
せ
ず
、
六
場
面
と
し
た
が
、
注
（
30
）
後
掲
拙
稿
に
お
い
て
、
①
分
財
を
認

定
し
七
場
面
と
し
た
。

（
30
） 

拙
稿
「
北
朝
芸
術
博
物
館
蔵
の
郭
巨
董
黯
石
脚

－

呉
氏
蔵
郭
巨
石
脚
と
の
関
連

－

」
（
『
京
都
語
文
』
26
、
平
成
30
〈
二
〇
一
八
〉
年
11
月
）
参
照
。
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⒇
の
他
、
⒆
の
拓
本
写
真
を
収
め
る
。

（
31
） 
注
（
28
）
前
掲
拙
稿
、
図
十
四
、
十
五
参
照
。
郭
巨
祠
と
し
て
有
名
な
も
の
の
一
つ
が
、
後
漢
孝
堂
山
石
祠
で
あ
る
が
、
橋
本
草
子
氏
「
「
郭
巨
」
説

話
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
野
草
』
71
、
平
成
15
〈
二
〇
〇
三
〉
年
2
月
）
は
、
当
祠
の
伝
承
を
根
拠
の
一
つ
と
し
て
、
郭
巨
の
実
在
を
否
定
す
る
、

犀
利
な
論
を
展
開
さ
れ
る
。
さ
て
、
例
え
ば
⑴
江
蘇
徐
州
仏
山
画
象
墓
の
郭
巨
図
な
ど
は
、
漢
代
の
も
の
で
あ
り
、
後
考
に
俟
ち
た
い
。
当
祠
に
つ

い
て
は
、
楊
愛
国
氏
「
故
事
是
如
何
生
成
的

－

以
山
東
長
清
孝
堂
山
郭
氏
墓
石
祠
為
例
」
（
『
社
会
科
学
戦
線
』
二
〇
一
六
・
9
期
）
に
詳
し
い
。

（
32
） 

（21）
、
（22）
、
（23）
の
郭
巨
図
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
張
洹
氏
蔵
北
魏
孝
昌
三
年
田
阿
赦
石
床
に
つ
い
て

－

付 

洛
陽
市
文
物
考
古
研
究
院
蔵
北
魏
永
安
元
年

曹
連
石
棺
の
孝
子
伝
図

－

」
、
「
張
洹
氏
蔵
北
魏
石
床
に
つ
い
て

－

孝
子
伝
図
と
竹
林
七
賢
図

－

」
（
『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』

106
、
令
和
4

〈
二
〇
二
二
〉
年
3
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
33
） 

図
十
七
下
は
、
『
原
州
古
墓
集
成
』
（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
図
版
18
上
に
拠
る
。

（
34
） 

参
考
ま
で
に
、
現
存
す
る
郭
巨
図
の
榜
題
、
題
記
を
一
覧
と
し
て
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
表
二
、
表
三
参
照
。
⑾
陝
西
歴
史
博
物
館
蔵
三
彩

四
考
塔
式
缶
は
、
注
（
2
）
前
掲
拙
著
の
口
絵
及
び
、
Ⅱ
二
で
紹
介
し
た
も
の
だ
が
最
近
、
酷
似
す
る
望
野
博
物
館
蔵
ま
た
、
大
象
陶
瓷
博
物
館
蔵

の
二
遺
品
が
出
現
し
た
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
孫
彬
、
黒
田
彰
「
大
象
陶
瓷
博
物
館
蔵
三
彩
四
考
塔
式
缶
に
つ
い
て

－

唐
代
の
孝
子
伝
図

－

」

〈
『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』

105
、
令
和
3
（
二
〇
二
一
）
年
3
月
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。

 

　
　
郭
巨
図
　
榜
題
、
題
記
一
覧

 

　
　

②
供
養
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）

 

　
　

⑵
A
「
孝
子
郭
距

（
巨
）

供
養
老
母
」

 

　
　

⒁
A
「
孝
子
郭
巨
与
母
食
」

 

　
　

⒇
A
「
郭
巨
共
婦
供
養
母
時
」

 

　
　

（22）
「
郭
巨
与
母
食
」
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③
道
行

 
　
　

⑵
B
（右）
「
以
食
不
足
、
殺
子
専

（
饌
）

母
」

 

　
　
　
　
（左）
「
相
将

（
瘞
）

塚
、
天
賜
皇（

黄
金
）今

一
父

（
釜
）

」

 

　
　

⒇
B
「
郭
巨
共
妻
宜
欲
殺
子
」

 

　
　
④
穴
掘
り
、
黄
金

 

　
　

⑵
C
「
官
不
徳（

得
奪
）脱

、
私
不
徳

（
得
）

与
」

 

　
　

⑹
A
「
孝
子
郭
巨
」

 

　
　

⑼
「
郭
巨
」
「
金
壱
釜
」
「
妻
子
」

 

　
　

⒁
B
「
郭
巨
生

（
瘞
）

児
、
天
賜
金
一
釜
」

 

　
　

⒂
「
孝
子
郭
鉅

（
巨
）

殺
児
養
母
、
天〔

賜
黄
〕金

一
釜
」

 

　
　

⒃
A
「
郭
柜

（
巨
）

夫
妻
埋
児
、
天
賜
黄
金
与
之
」

 

　
　

⒇
C
「
巨
共
妻

（
瘞
）

子
、
得
金
一
釜
」

 

　
　
⑤
運
搬

 

　
　

⑸
B
「
子
郭
巨
」

 

　
　
⑥
供
養
（
大
団
円
1
）

 

　
　

⑶
「
孝
子
郭
巨
賜
金
一
釜
」

 

　
　

⑹
B
「
孝
子
郭
巨
、
天
賜
皇

（
黄
）

金
」

 

　
　

⑾ 

「
郭
巨
為
母
生
埋
児
、
共
妻
抱
児
将
向
田
中
、
穿
得
深
三
尺
、
妻
更
交
深
一
尺
敢
得
、
天
賜
黄
金
贈
之
、
是
為
孝
也
」
（
大
象
「
郭
巨
為
母
生

埋
児
、
共
妻
抱
児
、
将
向
田
中
、
穿
得
深
三
尺
、
妻
傔
抗
浅
、
更
交
深
一
尺
、
敢
得
黄
金
憎

（
贈
）

之
、
是
為
孝
也
」
、
望
野
「
郭
巨
為
母
生
埋
子
、

到
田
中
、
穿
抗
深
三
尺
、
妻
更
交
穿
一
尺
、
敢
得
黄
金
贈
之
、
是
為
孝
也
」
）
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⑿
B
「
孝
子
郭
巨
」

 
　
　
（23）
「
孝
子
郭
巨
」

 
　
　
⑦
官
の
黄
金
返
還
（
大
団
円
2
）

 

　
　

⒇
D
「
巨
為
官
問
得
金
時
」

 

　
　
⑧
丑
祠

 

　
　

⒃
B
「
孝
子
郭
柜

（
巨
）

、
丑
祠
孫
児
時
」

（
35
） 

参
考
ま
で
に
、
敦
煌
本
事
森
の
本
文
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
P
二
六
二
一
に
よ
る
）
。

 

　
　

敦
煌
本
事
森

 

　
　

 

②郭
巨
、
字
文
挙
、
河
内
人
也
。
家

（
貧
）

　

養
〔
母
〕
至
孝
。
妻
生
一
子
、
年
三
歳
。
巨
謂
妻
曰
、
家
貧
如
此
。
時
歳
飢
虚
、
不
徳

（
得
）

充
飲
食
、
供
養
孝

（
老
）

母
、
猶
不
充
飽
、
更
被
嬰
姟
分
母
飲
食
。
子
可
再
有
、
母
不
可
得
。
共
卿
埋
子
、
以
全
母
命
。
丕
妻
不
敢
違
、
従
夫
之
意
。
③巨

自
執

、
妻
乃
抱

児
、
来
入
後（

薗
後
）薗

。
④
（
後
）

令
妻
殺
子
、
巨
即
掘
地
、
纔
深
一
丈
尺
、
掘
着
一
鉄
器
。
巨
低
腰
顧
視
、
乃
見
一
釜
、
々
中
満
盈
黄
金
。
巨
連
招
妻
曰
、

抱
児
則
至
。
児
且
猶
活
、
妻
不
忍
下
手
。
夫
謂
妻
曰
、
卿
見
此
釜
之
金
。
其
上
有
一
鉄
券
云
、
天
帝
賜
孝
子
黄
金
。
官
不
得
奪
、
移

（
私
）

不
許
侵
。

⑦巨
既
得
、
驚
怪
不
以

（
已
）

。
乃
陳
於
懸

（
県
）

、
々
已

（
以
）

申
州
、
々
与
表
奏
天
子
。
々
々
不

（
下
）

詔
曰
、
金
還
郭
巨
、
供
養
其
母
、
乃
表
門
以
彰
孝
徳
。
〔
孝
〕
子
伝

 

な
お
句
道
興
捜
神
記
、
敦
煌
本
事
森
に
関
連
す
る
文
献
に
つ
い
て
は
、
注
（
30
）
前
掲
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
36
） 

図
十
九
下
（
⒇
）
は
、
呉
氏
提
供
の
拓
本
写
真
に
拠
る
（
以
下
も
同
じ
）
。

（
37
） 

図
二
十
は
、
北
朝
芸
術
博
物
館
提
供
の
原
石
写
真
に
拠
る
。

（
38
） 

注
（
30
）
前
掲
拙
稿

185
、

186
頁
参
照
。
ま
た
、
銘
文
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
そ
の
注
㉔
、
㉖
な
ど
を
参
照
。

（
39
） 

注
（
30
）
前
掲
拙
稿
。
ま
た
、
買
地
券
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
呉
氏
蔵
王
子
喬
石
床
に
つ
い
て

－

付 

張
洹
氏
蔵
北
魏
石
床
二
種

－

」
（
『
佛
教

大
学
文
学
部
論
集
』

104
、
令
和
2
〈
二
〇
二
〇
〉
年
3
月
）
参
照
。



固
原
漆
棺
の
孝
子
伝
図
に
つ
い
て 

（中）

43

（
40
） 

魯
西
奇
氏
『
中
国
古
代
買
地
券
研
究
』
（
厦
門
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）

171
頁
、
池
田
温
氏
「
中
国
歴
代
墓
券
略
考
」
（
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』

86
、
昭
和
56
〈
一
九
八
一
〉
年
6
月
）

232
頁
39
に
よ
る
。

（
41
） 
魯
西
奇
氏
注
（
40
）
前
掲
書

199
頁
、
池
田
氏
注
（
40
）
前
掲
論
文

241
頁
�
に
よ
る
。

（
42
） 

魯
西
奇
氏
注
（
40
）
前
掲
書
99
頁
、
池
田
氏
注
（
40
）
前
掲
論
文

226
頁
㉘
に
よ
る
。

（
43
） 

池
田
氏
注
（
40
）
前
掲
論
文

269
頁
存
義
⑨
に
よ
る
。

（
44
） 

魯
西
奇
氏
注
（
40
）
前
掲
書

184
頁
、
池
田
氏
注
（
40
）
前
掲
論
文

233
頁
42
に
よ
る
。

（
45
） 

魯
西
奇
氏
注
（
40
）
前
掲
書

265
頁
に
よ
る
。

（
46
） 

魯
西
奇
氏
注
（
40
）
前
掲
書

193
頁
、
池
田
氏
注
（
40
）
前
掲
論
文

234
頁
44
に
よ
る
。

 

（
佛
教
大
学
名
誉
教
授
）


